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サクセスケース一覧（58ケース） 2004/2/20

NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

01-1-(1) NPO法人（A） ボランティア主体、介護保険
以外での取り組み、NPO法
人格・建物取得

ノウハウの提供→京都市独自
のサービス（福祉施設からの
サービス）

1993年 施策としての推進、活動とし
ての位置づけが難しくなって
いる（365日３食をボランテ
ィアで支える条件：厨房、安
全衛生）

01-2-(2) 子育て支援講座 社協と子ども文庫との協働 子ども文庫からの相談 2001年～ 子育て支援講座「絵本と読み
聞かせ」の実施

ボランティアグループとの日
常の関わり

子育て支援事業の位置づけ、
今後の方針

01-3-(3) 障害学生支援ボランティア 筋ジストロフィーを抱える学
生に対するボランティアの募
集及びコーディネート

大学でのトイレ・ノートテイ
ク・学内の移動に対するボラ
ンティアの希望

2003年６月
中旬～

ニーズの整理、募集の仕方、
ボランティアの回し方につい
ての打ち合わせ

マッチングの段階でニーズの
再整理を行い、よりよいボラ
ンティアの関わり方を再検討
した事。・本人との連絡調整
を丁寧に行い、ボランティア
との関わり方そのものを模索
していった事。・当初、障害
学生の友人を中心に数名が動
いていたことから、学校側も
組織的な協力体制がとれてき
た事

より多くの学生の関わりと、
全体の統括、コーディネート
ができるボランティアが必
要・学校側としては「障害学
生センター」の構築を構想し
ている

07-1-(4) 当事者支援グループ 要介護高齢者やその家族が行
う社会参加活動やレクリエー
ション活動の運営支援

機能訓練教室の終了、その後
の活動の模索

2001年 参加者が中心とした、家族会、
ボランティアを含む会の立ち
上げ、保健所・社協の支援

マッチングの段階でニーズの
再整理を行い、よりよいボラ
ンティアのかかわり方を検
討、本人とのていねいな連絡
調整、学校との組織的な協力
体制

より多くの学生の関わり、全
体をコーディネートができる
ボランティア

07-2-(5) 福祉推進員交流組織 社協が実施している入浴サー
ビス事業に、男性は送迎介助
ボランティア、女性は入浴介
助ボランティアとして活動

シンポジウムで在宅の介護現
場における入浴サービスの必
要性が指摘された

1985年 送迎車を購入、社協の声かけ
で25人のボランティアが集ま
る・老人福祉センターを増築
して入浴設備を作る・入浴サ
ービス事業開始

学区社協・住民の協力 ボランティアの高齢化、施設
の老朽化

07-3-(6) 子育てサークル 就学前の母と子どもの活動
を、子どもが楽しんで活動で
きるように、また親同士のつ
ながりを深め一緒に子育てし
ていける仲間つくり

館長が児童館を地域に開放し
たいと考え、利用希望者を探
していた

1995年 当時児童館の利用者だった現
代表者が申し出た

地域の理解者の存在、キーパ
ーソンの存在、継続的な活動
拠点があること、運営の仕方
（当事者・メンバーが全員活
動にかかわる）

参加者の減少傾向、OBの組
織作り・つながりつくり

07-4-(7) 視覚障害者ボランティア 朗読、点字、手引き 視覚障害者支部からの相談 1994 or 
1995年

ボランティアスクールを共催
で開催、スクールの修了生に
よるボランティアグループ
「虹の会」の立ち上げ

社協と視覚障害者支部との協
力、協働

対象者の限定化、支部側の「グ
ループは下部組織」という意
識、支部とグループの関係性

04-1-(8) 学区「手話と手芸の会」 手芸を通じた聴覚障害者と地
域住民（健聴者）との交流、
手話の学習

視覚障害者からの相談 2002年３月 区社協から民生委員への相談
手芸を通じて地域の健聴者と
交流を図りたいという要望
学区社協と民生委員の援助で
開催が実現

学区社協の会長に相談し、学
区内で話し合ってもらったこ
と・要望を直接当該民生委員
に確認してもらったこと

資金不足・参加者不足・作品
（手芸品）を学区民にみても
らう場がない
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サクセスケース一覧（58ケース） 2004/2/20

NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

01-1-(1) NPO法人（A） ボランティア主体、介護保険
以外での取り組み、NPO法
人格・建物取得

ノウハウの提供→京都市独自
のサービス（福祉施設からの
サービス）

1993年 施策としての推進、活動とし
ての位置づけが難しくなって
いる（365日３食をボランテ
ィアで支える条件：厨房、安
全衛生）

01-2-(2) 子育て支援講座 社協と子ども文庫との協働 子ども文庫からの相談 2001年～ 子育て支援講座「絵本と読み
聞かせ」の実施

ボランティアグループとの日
常の関わり

子育て支援事業の位置づけ、
今後の方針

01-3-(3) 障害学生支援ボランティア 筋ジストロフィーを抱える学
生に対するボランティアの募
集及びコーディネート

大学でのトイレ・ノートテイ
ク・学内の移動に対するボラ
ンティアの希望

2003年６月
中旬～

ニーズの整理、募集の仕方、
ボランティアの回し方につい
ての打ち合わせ

マッチングの段階でニーズの
再整理を行い、よりよいボラ
ンティアの関わり方を再検討
した事。・本人との連絡調整
を丁寧に行い、ボランティア
との関わり方そのものを模索
していった事。・当初、障害
学生の友人を中心に数名が動
いていたことから、学校側も
組織的な協力体制がとれてき
た事

より多くの学生の関わりと、
全体の統括、コーディネート
ができるボランティアが必
要・学校側としては「障害学
生センター」の構築を構想し
ている

07-1-(4) 当事者支援グループ 要介護高齢者やその家族が行
う社会参加活動やレクリエー
ション活動の運営支援

機能訓練教室の終了、その後
の活動の模索

2001年 参加者が中心とした、家族会、
ボランティアを含む会の立ち
上げ、保健所・社協の支援

マッチングの段階でニーズの
再整理を行い、よりよいボラ
ンティアのかかわり方を検
討、本人とのていねいな連絡
調整、学校との組織的な協力
体制

より多くの学生の関わり、全
体をコーディネートができる
ボランティア

07-2-(5) 福祉推進員交流組織 社協が実施している入浴サー
ビス事業に、男性は送迎介助
ボランティア、女性は入浴介
助ボランティアとして活動

シンポジウムで在宅の介護現
場における入浴サービスの必
要性が指摘された

1985年 送迎車を購入、社協の声かけ
で25人のボランティアが集ま
る・老人福祉センターを増築
して入浴設備を作る・入浴サ
ービス事業開始

学区社協・住民の協力 ボランティアの高齢化、施設
の老朽化

07-3-(6) 子育てサークル 就学前の母と子どもの活動
を、子どもが楽しんで活動で
きるように、また親同士のつ
ながりを深め一緒に子育てし
ていける仲間つくり

館長が児童館を地域に開放し
たいと考え、利用希望者を探
していた

1995年 当時児童館の利用者だった現
代表者が申し出た

地域の理解者の存在、キーパ
ーソンの存在、継続的な活動
拠点があること、運営の仕方
（当事者・メンバーが全員活
動にかかわる）

参加者の減少傾向、OBの組
織作り・つながりつくり

07-4-(7) 視覚障害者ボランティア 朗読、点字、手引き 視覚障害者支部からの相談 1994 or 
1995年

ボランティアスクールを共催
で開催、スクールの修了生に
よるボランティアグループ
「虹の会」の立ち上げ

社協と視覚障害者支部との協
力、協働

対象者の限定化、支部側の「グ
ループは下部組織」という意
識、支部とグループの関係性

04-1-(8) 学区「手話と手芸の会」 手芸を通じた聴覚障害者と地
域住民（健聴者）との交流、
手話の学習

視覚障害者からの相談 2002年３月 区社協から民生委員への相談
手芸を通じて地域の健聴者と
交流を図りたいという要望
学区社協と民生委員の援助で
開催が実現

学区社協の会長に相談し、学
区内で話し合ってもらったこ
と・要望を直接当該民生委員
に確認してもらったこと

資金不足・参加者不足・作品
（手芸品）を学区民にみても
らう場がない
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NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

04-2-(9) 福祉まつり 区域レベルでの福祉啓発に特
化したイベント

当事者団体・ボランティアグ
ループからの相談、バザーで
の出店禁止

2002年６月 ・区社協のかかわり
・区役所より財政的支援
・施設、当事者団体、VGへ
の呼びかけ、企画

区役所からの各種支援、参画
型の企画・運営により参加者
の自発性・共同性の発揮、会
場の無償確保

資金

04-3-(10) 在宅支援グループ 中京区在住の高齢者・障害者
に対する、介護保険に適用さ
れないサービスの実施

区社協主催「３級ヘルパー講
座」受講生からの要望

2000年２月 受講生からのグループ化の
声、具体的な活動の提供

一般区民からの個別の依頼が
少ない

09-1-(11) 知的ハンディのある人たちを
支えるボランティア入門講座

知的障害児者を支援する人材
育成を目的とするボランティ
ア入門講座

「何か始めよう会」（施設職
員、当事者団体世話人、ボラ
ンティアグループ、個人、社
協）の設立

2001年 マンパワーがそろっていたこ
と

講座受講者のフォローアップ

09-2-(12) 障害者福祉サービス実務者会
議

事業所のネットワーク会議 「何か始めよう会」（施設職
員、当事者団体世話人、ボラ
ンティアグループ、個人、社
協）の設立

2001年 障害者福祉サービス実務者会
議の開催

・社会福祉協議会と東部地域
生活支援センターで福祉事務
所に提案し、福祉事務所が賛
成してくれたこと
・「何か始めよう会（仮称）」
で下準備を続けた

会議の案内の対象の拡大（当
事者組織・ボランティアグル
ープなど）

09-3-(13) 支援費制度学習会 当事者や家族を対象とした支
援費制度学習会

「何か始めよう会」（施設職
員、当事者団体世話人、ボラ
ンティアグループ、個人、社
協）の設立

2002年 マンパワーがそろっていたこ
と

09-4-(14) 知的障害者の外出支援事業 知的障害者の当事者組織メン
バーとガイドヘルパーによる
月に１回の外出行事の実施

クラブの活動として外出行事
を実施したいとの相談があっ
た。

1997年 ガイドヘルパー派遣事業の調
査研究を育成会と区社協の共
同事業として実施・その後、
行政施策として実施・ガイド
ヘルパーがボランティアグル
ープとして組織化され、
NPOを取得し、支援費事業
所として動き出そうとしてい
る

区社協の全面的支援、キーパ
ーソンの存在と熱意、助成事
業

事業の位置づけや意味を確認
しなおす必要がある

09-5-(15) 学区社協　読み聞かせ教室 学区社協主催の読み聞かせ教
室の実施（月２回）

・自分の住んでいる学区でサ
ロン的（ミニ児童館的）な活
動をしたいとの相談

2002年 学区社協会長と本人との話し
合い
学区社協事業として位置づけ

学区社協事業としての位置づ
け

09-6-(16) 子育てサークル連絡会 子育てサークルに関する連絡
会の組織化（情報交換、学習、
共同事業）

２つの子育てサークルから活
動場所の確保等について相談
があった

2001年 区内で活動しているサークル
の把握に努め、子育て支援情
報冊子としてまとめた
子育てサークル連絡会を組織
連絡会としての実績をつくる
ことで、行政のネットワーク
組織に加入することを目指す

人材のひろがり

09-7-(17) 町内ネットワーク組織 相互支援ネットワーク（防火
防犯のための夜回り、ボラン
ティアコーディネート、会食
会）

高齢化率が高まる地域で暮ら
し続けるため、住民の助け合
いネットを模索

2001年 全歴代自治会長に立ち上げに
ついて諮る
ネットワーク立ち上げについ
ての住民アンケート
立ち上げ

町内にかかわる仕組み、キー
パーソンとキーパーソンを支
える存在、学区社協からの認
知
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NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

04-2-(9) 福祉まつり 区域レベルでの福祉啓発に特
化したイベント

当事者団体・ボランティアグ
ループからの相談、バザーで
の出店禁止

2002年６月 ・区社協のかかわり
・区役所より財政的支援
・施設、当事者団体、VGへ
の呼びかけ、企画

区役所からの各種支援、参画
型の企画・運営により参加者
の自発性・共同性の発揮、会
場の無償確保

資金

04-3-(10) 在宅支援グループ 中京区在住の高齢者・障害者
に対する、介護保険に適用さ
れないサービスの実施

区社協主催「３級ヘルパー講
座」受講生からの要望

2000年２月 受講生からのグループ化の
声、具体的な活動の提供

一般区民からの個別の依頼が
少ない

09-1-(11) 知的ハンディのある人たちを
支えるボランティア入門講座

知的障害児者を支援する人材
育成を目的とするボランティ
ア入門講座

「何か始めよう会」（施設職
員、当事者団体世話人、ボラ
ンティアグループ、個人、社
協）の設立

2001年 マンパワーがそろっていたこ
と

講座受講者のフォローアップ

09-2-(12) 障害者福祉サービス実務者会
議

事業所のネットワーク会議 「何か始めよう会」（施設職
員、当事者団体世話人、ボラ
ンティアグループ、個人、社
協）の設立

2001年 障害者福祉サービス実務者会
議の開催

・社会福祉協議会と東部地域
生活支援センターで福祉事務
所に提案し、福祉事務所が賛
成してくれたこと
・「何か始めよう会（仮称）」
で下準備を続けた

会議の案内の対象の拡大（当
事者組織・ボランティアグル
ープなど）

09-3-(13) 支援費制度学習会 当事者や家族を対象とした支
援費制度学習会

「何か始めよう会」（施設職
員、当事者団体世話人、ボラ
ンティアグループ、個人、社
協）の設立

2002年 マンパワーがそろっていたこ
と

09-4-(14) 知的障害者の外出支援事業 知的障害者の当事者組織メン
バーとガイドヘルパーによる
月に１回の外出行事の実施

クラブの活動として外出行事
を実施したいとの相談があっ
た。

1997年 ガイドヘルパー派遣事業の調
査研究を育成会と区社協の共
同事業として実施・その後、
行政施策として実施・ガイド
ヘルパーがボランティアグル
ープとして組織化され、
NPOを取得し、支援費事業
所として動き出そうとしてい
る

区社協の全面的支援、キーパ
ーソンの存在と熱意、助成事
業

事業の位置づけや意味を確認
しなおす必要がある

09-5-(15) 学区社協　読み聞かせ教室 学区社協主催の読み聞かせ教
室の実施（月２回）

・自分の住んでいる学区でサ
ロン的（ミニ児童館的）な活
動をしたいとの相談

2002年 学区社協会長と本人との話し
合い
学区社協事業として位置づけ

学区社協事業としての位置づ
け

09-6-(16) 子育てサークル連絡会 子育てサークルに関する連絡
会の組織化（情報交換、学習、
共同事業）

２つの子育てサークルから活
動場所の確保等について相談
があった

2001年 区内で活動しているサークル
の把握に努め、子育て支援情
報冊子としてまとめた
子育てサークル連絡会を組織
連絡会としての実績をつくる
ことで、行政のネットワーク
組織に加入することを目指す

人材のひろがり

09-7-(17) 町内ネットワーク組織 相互支援ネットワーク（防火
防犯のための夜回り、ボラン
ティアコーディネート、会食
会）

高齢化率が高まる地域で暮ら
し続けるため、住民の助け合
いネットを模索

2001年 全歴代自治会長に立ち上げに
ついて諮る
ネットワーク立ち上げについ
ての住民アンケート
立ち上げ

町内にかかわる仕組み、キー
パーソンとキーパーソンを支
える存在、学区社協からの認
知
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NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

09-8-(18) サロン活動グループ マンションの集会室での高齢
者のサロン活動の実施（週１
回）

マンションの大規模改修の際
の、高齢者対策の必要性

1996年 平成８年。大規模改修委員会
発足・平成12年、グループス
タート。

オウム真理教の事件での住民
の団結、自治会からの支援

09-9-(19) 学区ボランティアセンター 学区社協を基盤としたボラン
ティア相談、ボランティアコ
ーディネート、ボランティア
活動の促進

「福祉委員」が任期後も活動
に関われる仕組みとして考え
出された支援組織を一般化す
るためのシステム

1996年 平成８年、４学区をモデル指
定して実施・平成15年、８学
区で実施

やり方がまちまちである現実
に対して検証が不十分。

09-10-(20) NPO法人（B） 子どもを中心とした活動（舞
台鑑賞、子ども達の創造活動、
子育て支援）

2000年 平成12年３月。NPO法人認
証。

02-1-(24) 区社協入浴サービス事業 地域のボランティアによる、
入浴の介助と送迎の実施（入
浴の難しい方にゆっくりお風
呂に入っていただく事業）

老人福祉センター設立の要望
の際の、地域住民のニーズ（寝
たきりのお年寄りの入浴サー
ビスを実施するための設備の
設置）

1980年 市は入浴設備を設置せず
住民から寄付を募り、入浴の
設備を作り、民生委員を中心
にボランティアで事業を行な
う
デイサービスセンターの入浴
施設を借りて行なう
一時市社協に運営が移管され
るが、区社協の法人化を受け
て、再び区社協に移管

住民の支援協力 ボランティアの高齢化・担い
手不足、設備・車両等の老朽
化

02-2-(25) 子育てサークル 子育てサークル（幼稚園・保
育園にあがるまでの乳幼児と
その親が気軽に集まれる場
所）、母親自身が運営

社協と親の声が一致した 1997年 保育経験のある母親がスタッ
フとして参加、拠点の確保（元
小学校の一室）

スタッフの確保、ボランティ
アの育成

02-3-(26) 区社協福祉送迎サービス事業 社協の車での通院等の送迎 区社協法人化の際の、体の不
自由な人の移送に対する地域
住民のニーズ

1995年 区社協事業としての支援体
制、車両等の確保

ボランティアの高齢化

02-4-(27) 当事者支援グループ 高齢聴覚障害者の交流・外出
事業の実施

当事者のニーズ 2001年 みみずく上京支部に生活支援
事業として「じゅらくの輪」
を立ち上げた

活動資金・車両・会場等の確
保

02-5-(28) 障害児自立援助事業 障害のある人びとの余暇をボ
ランティアと共に支援する活
動

家庭療育援助グループからの
相談・要望

1989年 1989年発足 ボランティア講
座等開催
1990年週３回の活動が始まる

ボランティアの育成、拠点、
活動経験

06-1-(29) 聴覚障害者支援ボランティア
スクール

ボランティアスクールの開催
（４回シリーズ）

社協と聴障協との懇談会で聴
覚障害のある方の支援をして
ほしいという要望があった

2002年 聴覚障害者支部と区社協，区
社協と３団体で月１回会議

聴覚障害者自身によるスクー
ルへの取り組み（講演・お
話・交流）

外出支援してくれるボランテ
ィアニーズ

06-2-(30) 施設入浴サービス事業 区社協と老人デイサービスセ
ンターとボランティアの協力
による、家族介助だけでは入
浴が困難な高齢者に対する施
設入浴サービス事業

区社協がニーズを見込み実施 1993年

06-3-(31) 子育てサークル ①：１才から入園時までの子
供のお母さん
②：０才から１歳までの子供
のお母さん

お母さんからの要望。乳児保
健教室に交流会を併設

1998年 クラブ①発足
後輩のお母さんを助けたい
と、クラブ②発足
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09-8-(18) サロン活動グループ マンションの集会室での高齢
者のサロン活動の実施（週１
回）

マンションの大規模改修の際
の、高齢者対策の必要性

1996年 平成８年。大規模改修委員会
発足・平成12年、グループス
タート。

オウム真理教の事件での住民
の団結、自治会からの支援

09-9-(19) 学区ボランティアセンター 学区社協を基盤としたボラン
ティア相談、ボランティアコ
ーディネート、ボランティア
活動の促進

「福祉委員」が任期後も活動
に関われる仕組みとして考え
出された支援組織を一般化す
るためのシステム

1996年 平成８年、４学区をモデル指
定して実施・平成15年、８学
区で実施

やり方がまちまちである現実
に対して検証が不十分。

09-10-(20) NPO法人（B） 子どもを中心とした活動（舞
台鑑賞、子ども達の創造活動、
子育て支援）

2000年 平成12年３月。NPO法人認
証。

02-1-(24) 区社協入浴サービス事業 地域のボランティアによる、
入浴の介助と送迎の実施（入
浴の難しい方にゆっくりお風
呂に入っていただく事業）

老人福祉センター設立の要望
の際の、地域住民のニーズ（寝
たきりのお年寄りの入浴サー
ビスを実施するための設備の
設置）

1980年 市は入浴設備を設置せず
住民から寄付を募り、入浴の
設備を作り、民生委員を中心
にボランティアで事業を行な
う
デイサービスセンターの入浴
施設を借りて行なう
一時市社協に運営が移管され
るが、区社協の法人化を受け
て、再び区社協に移管

住民の支援協力 ボランティアの高齢化・担い
手不足、設備・車両等の老朽
化

02-2-(25) 子育てサークル 子育てサークル（幼稚園・保
育園にあがるまでの乳幼児と
その親が気軽に集まれる場
所）、母親自身が運営

社協と親の声が一致した 1997年 保育経験のある母親がスタッ
フとして参加、拠点の確保（元
小学校の一室）

スタッフの確保、ボランティ
アの育成

02-3-(26) 区社協福祉送迎サービス事業 社協の車での通院等の送迎 区社協法人化の際の、体の不
自由な人の移送に対する地域
住民のニーズ

1995年 区社協事業としての支援体
制、車両等の確保

ボランティアの高齢化

02-4-(27) 当事者支援グループ 高齢聴覚障害者の交流・外出
事業の実施

当事者のニーズ 2001年 みみずく上京支部に生活支援
事業として「じゅらくの輪」
を立ち上げた

活動資金・車両・会場等の確
保

02-5-(28) 障害児自立援助事業 障害のある人びとの余暇をボ
ランティアと共に支援する活
動

家庭療育援助グループからの
相談・要望

1989年 1989年発足 ボランティア講
座等開催
1990年週３回の活動が始まる

ボランティアの育成、拠点、
活動経験

06-1-(29) 聴覚障害者支援ボランティア
スクール

ボランティアスクールの開催
（４回シリーズ）

社協と聴障協との懇談会で聴
覚障害のある方の支援をして
ほしいという要望があった

2002年 聴覚障害者支部と区社協，区
社協と３団体で月１回会議

聴覚障害者自身によるスクー
ルへの取り組み（講演・お
話・交流）

外出支援してくれるボランテ
ィアニーズ

06-2-(30) 施設入浴サービス事業 区社協と老人デイサービスセ
ンターとボランティアの協力
による、家族介助だけでは入
浴が困難な高齢者に対する施
設入浴サービス事業

区社協がニーズを見込み実施 1993年

06-3-(31) 子育てサークル ①：１才から入園時までの子
供のお母さん
②：０才から１歳までの子供
のお母さん

お母さんからの要望。乳児保
健教室に交流会を併設

1998年 クラブ①発足
後輩のお母さんを助けたい
と、クラブ②発足
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06-3-(32) 当事者・家族の会 月例会の実施 「機能訓練教室」修了生によ
る活動希望

2000年１月 総会，当事者・家族の集い、
各種教室、月一回の例会や勉
強会，親睦交流会

10-1-(33) 関係機関による合同ケースカ
ンファレンスの開催

相談者のニーズの明確化。支
援策については引き続き継続
中

→相談者が区在住であること
から福祉VC、区VC、相談者
によるカンファレンスを開く

2003年 母親がいろんな機関に相談
し、相談を受けた機関が合同
ケースカンファレンスを提案

相談を深く掘り下げる必要
たらい回しにされて、最後に
行き着くのがVCで対応に行
きづまりを感じる"

10-2-(34) 音訳グループ 週１回の音訳活動（練習会・
録音）、ボランティア講座へ
の協力

朗読ボランティア講座の受講
修了生らで構成

1995年 講座受講修了生同士のつなが
り

講座を受講していないメンバ
ーの参加

10-3-(35) ボランティアグループ 老人デイサービスセンターで
のボランティア活動、老人福
祉センターでのいきいき教室
でのボランティア活動

ボランティア講座受講修了生
の参加できる活動場として立
ち上げた

1992年 老人福祉センター、講座修了
生とのつながり

ボランティアの育成、担い手
不足、ボランティアの高齢化

10-4-(36) 傾聴ボランティア ボランティア講座にて京都
ALCと社協との協力

（社協からVGへ）講座を持
ちかける

2001年 ボランティアグループとのか
かわり

定期開催の検討、支所での開
催、ボランティアの育成

10-5-(37) 朗読ボランティア講座 音訳サークル、朗読ボランテ
ィア等と社協との協力

朗読ボランティアの育成と担
い手づくり

1995年 ボランティアグループ同士の
つながり

定期開催の検討、支所での開
催、ボランティアの育成、内
容のマンネリ化

10-6-(38) 聞こえの支援ボランティア 難聴者協会・要約筆記サーク
ル・手話学習会と社協との協
力

1995年 ボランティアグループ同士の
つながり

定期開催の検討、支所での開
催、ボランティアの育成

10-7-(39) 心の健康支援ボランティア入
門講座

社協と保健所・ボランティア
グループ等の協力

（社協が）講座をもちかける 1997年 ボランティアグループ同士の
つながり

ボランティアの担い手不足、
講座のマンネリ化

10-8-(40) 障害児のリハビリ補助 ドーマン法の補助・絵本づく
り

親からの相談 2001年 アクセス、大学の近所、親の
ボランティアに対する配慮

同ケースへの（違う地域）対
応策の確立、ボランティアグ
ループ・登録者の整理

08-1-(41) 区福祉送迎サービス事業 高齢・障害等によって外出が
困難な区民に対する通院や社
会参加支援としての、ボラン
ティアによる送迎活動

高齢者や障害者からの相談・
ニーズ

1997年 運転ボランティア養成講座の
実施、修了生を中心として運
転ボランティアとして登録

さまざまなチャンネルによる
ボランティアの確保・関係機
関との協力

ボランティアが利用者を待つ
空き時間をどう利用するか、
ボランティアが介助の部分で
どこまでかかわっていったら
よいか、予定外の場所を希望
される場合の対応など

08-2-(42) ボランティアグループ 精神障害者の作業所の昼食つ
くり、レクリエーション、月
１回の定例会、区ボランティ
アグループ連絡会への参画

「心に病をもつ人が地域で安
心して暮らせるようにする
会」における取り組み（作業
所などの開所支援、コンサー
ト、研修会）

2002年 心の健康支援パートナー養成
講座を開催
修了生がボランティアグルー
プを結成

講座修了後のフォローアップ
（３回）での今後の活動につ
いての話し合い、社協の全面
的支援

活動の拡充

08-3-(43) 障害のある子どものドーマン
法（リハビリ）のお手伝い

母親とボランティアによる、
毎日午前と午後１回ずつのド
ーマン法（１回約２時間程度）
の実施

母親からの相談 2000年 広報誌などでのボランティア
の募集呼びかけ、活動時間

毎日ボランティアが必要



̶ 161 ̶̶ 161 ̶

NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

06-3-(32) 当事者・家族の会 月例会の実施 「機能訓練教室」修了生によ
る活動希望

2000年１月 総会，当事者・家族の集い、
各種教室、月一回の例会や勉
強会，親睦交流会

10-1-(33) 関係機関による合同ケースカ
ンファレンスの開催

相談者のニーズの明確化。支
援策については引き続き継続
中

→相談者が区在住であること
から福祉VC、区VC、相談者
によるカンファレンスを開く

2003年 母親がいろんな機関に相談
し、相談を受けた機関が合同
ケースカンファレンスを提案

相談を深く掘り下げる必要
たらい回しにされて、最後に
行き着くのがVCで対応に行
きづまりを感じる"

10-2-(34) 音訳グループ 週１回の音訳活動（練習会・
録音）、ボランティア講座へ
の協力

朗読ボランティア講座の受講
修了生らで構成

1995年 講座受講修了生同士のつなが
り

講座を受講していないメンバ
ーの参加

10-3-(35) ボランティアグループ 老人デイサービスセンターで
のボランティア活動、老人福
祉センターでのいきいき教室
でのボランティア活動

ボランティア講座受講修了生
の参加できる活動場として立
ち上げた

1992年 老人福祉センター、講座修了
生とのつながり

ボランティアの育成、担い手
不足、ボランティアの高齢化

10-4-(36) 傾聴ボランティア ボランティア講座にて京都
ALCと社協との協力

（社協からVGへ）講座を持
ちかける

2001年 ボランティアグループとのか
かわり

定期開催の検討、支所での開
催、ボランティアの育成

10-5-(37) 朗読ボランティア講座 音訳サークル、朗読ボランテ
ィア等と社協との協力

朗読ボランティアの育成と担
い手づくり

1995年 ボランティアグループ同士の
つながり

定期開催の検討、支所での開
催、ボランティアの育成、内
容のマンネリ化

10-6-(38) 聞こえの支援ボランティア 難聴者協会・要約筆記サーク
ル・手話学習会と社協との協
力

1995年 ボランティアグループ同士の
つながり

定期開催の検討、支所での開
催、ボランティアの育成

10-7-(39) 心の健康支援ボランティア入
門講座

社協と保健所・ボランティア
グループ等の協力

（社協が）講座をもちかける 1997年 ボランティアグループ同士の
つながり

ボランティアの担い手不足、
講座のマンネリ化

10-8-(40) 障害児のリハビリ補助 ドーマン法の補助・絵本づく
り

親からの相談 2001年 アクセス、大学の近所、親の
ボランティアに対する配慮

同ケースへの（違う地域）対
応策の確立、ボランティアグ
ループ・登録者の整理

08-1-(41) 区福祉送迎サービス事業 高齢・障害等によって外出が
困難な区民に対する通院や社
会参加支援としての、ボラン
ティアによる送迎活動

高齢者や障害者からの相談・
ニーズ

1997年 運転ボランティア養成講座の
実施、修了生を中心として運
転ボランティアとして登録

さまざまなチャンネルによる
ボランティアの確保・関係機
関との協力

ボランティアが利用者を待つ
空き時間をどう利用するか、
ボランティアが介助の部分で
どこまでかかわっていったら
よいか、予定外の場所を希望
される場合の対応など

08-2-(42) ボランティアグループ 精神障害者の作業所の昼食つ
くり、レクリエーション、月
１回の定例会、区ボランティ
アグループ連絡会への参画

「心に病をもつ人が地域で安
心して暮らせるようにする
会」における取り組み（作業
所などの開所支援、コンサー
ト、研修会）

2002年 心の健康支援パートナー養成
講座を開催
修了生がボランティアグルー
プを結成

講座修了後のフォローアップ
（３回）での今後の活動につ
いての話し合い、社協の全面
的支援

活動の拡充

08-3-(43) 障害のある子どものドーマン
法（リハビリ）のお手伝い

母親とボランティアによる、
毎日午前と午後１回ずつのド
ーマン法（１回約２時間程度）
の実施

母親からの相談 2000年 広報誌などでのボランティア
の募集呼びかけ、活動時間

毎日ボランティアが必要
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05-1-(44) 障害児者デイ銭湯事業 障害児者の入浴介助（毎月第
４土曜日）

障害児をもつ父兄からの要
望、浴場組合・医師会等の協
力の下に登録制ボランティア
の募集

1999年 試用期間経過後区社協の事業
として位置づけ
区社協から銭湯へ協力金、利
用者からボランティアグルー
プへ利用料金を払うことで合
意

浴場組合の協力による銭湯の
開放、医師会等の協力

ボランティアの確保、利用者
の目的の変化（入浴→社会参
加の一環）

11-1-(45) 作業所連絡会 連絡会の開催、情報交換、共
同事業活動

共同作業所からの、情報交換
のニーズ

2002年 ダイアモンドシティの社会貢
献活動の相談が区社協に入
り、それを検討課題として連
絡会を呼びかける

区社協が知的障害者授産施
設・デイサービスセンターを
運営していたこと、ネットワ
ークの必要性、など

連絡会運営の継続、種別を超
えた各作業所の課題の整理・
活動展開

11-2-(46) 福祉送迎サービス 高齢あるいは心身に障害を持
つ人の、車での移送、介助他
必要な人の通院・会合・地域
行事等への参加など生活の上
で不可欠な外出・社会参加の
機会を、地域の運転・介助ボ
ランティアの協力の下で支援

在宅介護ボランティア派遣事
業を通じた、病院等への移送
ニーズの顕在化

1998年 他区での先行事例、車両の寄
贈

緊急時の対応や安全面への配
慮、利用者が増えない、車椅
子利用者や人工透析を必要と
する人の場合における頻度の
高い利用ニーズ、長時間・長
距離の介助付き送迎要望の増
加予想

03-1-(47) デイ銭湯 入浴、送迎 高齢者や障害者のゆっくり入
浴を楽しみたいという声

1994年 （社協が）ボランティアグル
ープ発足へ働きかけ
学区社協へも働きかけ、学区
社協事業として確立

保険・医療・福祉の現場の専
門職で構成されるボランティ
アグループの発足、地元の学
区社協の協力、銭湯の全面的
な協力、浴場組合の協力

03-2-(48) ドーマン法のお手伝い ドーマン法のパターニングの
ボランティア活動体制が整
い、現在では、走れるように
なったり会話ができるように
なった

ドーマン法を利用者に教えた
人が、ボランティアについて
は社協に相談するようアドバ
イスをし、家族と本人が社協
に相談

2001年 民生委員（週１回交替で）、
母嵐ティグループパセリクラ
ブ（月２回）が定期的に活動、
区社協によるボランティアの
呼びかけたい性、母親による
体制の調整

ドーマン法に対する制度・施
策・福祉サービスの欠如

03-3-(49) ボランティアグループ 物忘れ予防教室・保健所主催
の社会復帰相談指導事業への
手伝い、デイサービス・共同
作業所の手伝い、ドーマン法
の手伝い、視覚障害者支部の
お手伝い、ビーズクッション
の制作

保健所主催のいきいき介護教
室の修了生で発足

1992年 発足当時の保健師の積極的な
関与、しっかりした会員組
織・新会員の積極的な受け入
れ、区社協との積極的な関係、
会員の活発な活動

21-1-(50) ボランティアグループ 近隣の４町内に居住されてい
る方々が、自らの生活の場で
ある地域を自らの手で守ると
いう精神のもとに地域を見つ
め直し、家族や住民相互のふ
れあいと信頼関係を築くこと
を目的として活動している
（地域クリーン活動、声かけ
訪問活動）

高齢者世帯と小さい子どもを
持つ世帯の二極化が進み、介
護と子育ての問題をかかえて
いる地域であった。そのため、
ボランティアグループが必要
であると相談を受ける。

2003年２月
頃

民生委員、町内会長等を中心
にボランティアを集める

キーパーソンとなる人物の呼
びかけ、社協の地域ふれあい
サロンボランティア養成講座
の開催、活動への呼びかけ、
地域の人たちの生活に対する
不安

キーパーソンとそれ以外の活
動者の間での熱心さの隔たり
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NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

05-1-(44) 障害児者デイ銭湯事業 障害児者の入浴介助（毎月第
４土曜日）

障害児をもつ父兄からの要
望、浴場組合・医師会等の協
力の下に登録制ボランティア
の募集

1999年 試用期間経過後区社協の事業
として位置づけ
区社協から銭湯へ協力金、利
用者からボランティアグルー
プへ利用料金を払うことで合
意

浴場組合の協力による銭湯の
開放、医師会等の協力

ボランティアの確保、利用者
の目的の変化（入浴→社会参
加の一環）

11-1-(45) 作業所連絡会 連絡会の開催、情報交換、共
同事業活動

共同作業所からの、情報交換
のニーズ

2002年 ダイアモンドシティの社会貢
献活動の相談が区社協に入
り、それを検討課題として連
絡会を呼びかける

区社協が知的障害者授産施
設・デイサービスセンターを
運営していたこと、ネットワ
ークの必要性、など

連絡会運営の継続、種別を超
えた各作業所の課題の整理・
活動展開

11-2-(46) 福祉送迎サービス 高齢あるいは心身に障害を持
つ人の、車での移送、介助他
必要な人の通院・会合・地域
行事等への参加など生活の上
で不可欠な外出・社会参加の
機会を、地域の運転・介助ボ
ランティアの協力の下で支援

在宅介護ボランティア派遣事
業を通じた、病院等への移送
ニーズの顕在化

1998年 他区での先行事例、車両の寄
贈

緊急時の対応や安全面への配
慮、利用者が増えない、車椅
子利用者や人工透析を必要と
する人の場合における頻度の
高い利用ニーズ、長時間・長
距離の介助付き送迎要望の増
加予想

03-1-(47) デイ銭湯 入浴、送迎 高齢者や障害者のゆっくり入
浴を楽しみたいという声

1994年 （社協が）ボランティアグル
ープ発足へ働きかけ
学区社協へも働きかけ、学区
社協事業として確立

保険・医療・福祉の現場の専
門職で構成されるボランティ
アグループの発足、地元の学
区社協の協力、銭湯の全面的
な協力、浴場組合の協力

03-2-(48) ドーマン法のお手伝い ドーマン法のパターニングの
ボランティア活動体制が整
い、現在では、走れるように
なったり会話ができるように
なった

ドーマン法を利用者に教えた
人が、ボランティアについて
は社協に相談するようアドバ
イスをし、家族と本人が社協
に相談

2001年 民生委員（週１回交替で）、
母嵐ティグループパセリクラ
ブ（月２回）が定期的に活動、
区社協によるボランティアの
呼びかけたい性、母親による
体制の調整

ドーマン法に対する制度・施
策・福祉サービスの欠如

03-3-(49) ボランティアグループ 物忘れ予防教室・保健所主催
の社会復帰相談指導事業への
手伝い、デイサービス・共同
作業所の手伝い、ドーマン法
の手伝い、視覚障害者支部の
お手伝い、ビーズクッション
の制作

保健所主催のいきいき介護教
室の修了生で発足

1992年 発足当時の保健師の積極的な
関与、しっかりした会員組
織・新会員の積極的な受け入
れ、区社協との積極的な関係、
会員の活発な活動

21-1-(50) ボランティアグループ 近隣の４町内に居住されてい
る方々が、自らの生活の場で
ある地域を自らの手で守ると
いう精神のもとに地域を見つ
め直し、家族や住民相互のふ
れあいと信頼関係を築くこと
を目的として活動している
（地域クリーン活動、声かけ
訪問活動）

高齢者世帯と小さい子どもを
持つ世帯の二極化が進み、介
護と子育ての問題をかかえて
いる地域であった。そのため、
ボランティアグループが必要
であると相談を受ける。

2003年２月
頃

民生委員、町内会長等を中心
にボランティアを集める

キーパーソンとなる人物の呼
びかけ、社協の地域ふれあい
サロンボランティア養成講座
の開催、活動への呼びかけ、
地域の人たちの生活に対する
不安

キーパーソンとそれ以外の活
動者の間での熱心さの隔たり
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NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

21-2-(51) 朗読ボランティア 小学校・児童養護施設・高齢
者福祉施設等の訪問、本の読
み聞かせ活動を行っている。
また、視覚障害者協会に案内
を送付し、「朗読コンサート」
（年１回）を開催。月に１度
勉強会を開催し、自己研鑽に
努めている。

NKHの朗読講座を受講した
人が、朗読入門講座を開きた
いと言ってきた。

2003年１月
頃

最初は講師に名乗り出た人を
信用していいのか迷った。
講座の受講生のほとんどがボ
ランティアを続けたいと希望

講師の能力の高さ キーパーソンをどこまで信頼
していいのか。勉強会を開催
する場所の確保

50-1-(52) おしゃべりキャッチボール事
業

月１回午前中、ボランティア
グループに委託して開催。子
育てサークルづくりや運営相
談、サークルや遊びのプログ
ラム紹介、オシャベリ等を気
楽に相談、遊びに来れる場の
提供事業

地域のサークルが定員いっぱ
いで受け入れが厳しい状況で
あり紹介できなかった。

2002年夏こ
ろ

最初は社協が関与したが、途
中からは参加者に任せる

偶然に同地域から同ニーズが
数件あがってきて、それをう
まくキャッチできたこと。参
加者の中に他の子育てサーク
ルに参加されている方がお
り、運営方法などでさりげな
くリードしてくださった。

普段の相談事業ではここのニ
ーズ把握にとどまり、地域に
ある潜在的なニーズに至って
いない。

50-2-(53) バリアフリー上映会 ボランティア活動センター登
録グループ（字幕付けビデオ
ライブラリーや要約筆記サー
クル、リーディングボランテ
ィアなど）を中心に、「障害
がある人もない人も楽しめる
映画」を目指して、字幕をつ
け、副音声をつけて上映会を
毎年開催している。

活動センター登録グループの
「団体ネットワーク部会」の
交流的な目的

市民公募という形をとり、一
般市民に広くこの映画上映に
関わっていただこうと呼びか
けを行うほか、保育をつける
など、市民のニーズに対応し
た形に変化してきている。

当事者からの声受け「副音声」
の要望が挙がったこと、その
ニーズに対しての登録グルー
プの働きかけができたこと

フィルム代、会場美などの金
銭的な負担が大きい。市民公
募の集まりが悪い。団体によ
っては非協力的なところがあ
り、足並みがそろわない。当
事者団体の一部からは字幕や
副音声では楽しめないという
意見が出てきたが、そこのニ
ーズが拾い切れていない（協
議事項となっていない）

50-3-(54) Hot!ふれあいサロン事業 地域での交流が減少する中、
閉じこもりや孤立を防ぎ、身
近な地域での仲間づくりを目
的に、養護・レクリエーショ
ン等を通して地域住民の交流
を図る活動（月１回以上開催）

近所の道が危険であり、手す
りをつけるよう、社協から市
へ働きかけてという相談

2003年10月
ころ

社協が市に話したところ、他
からも同様の要望が出てお
り、工事へ向け話が進んでい
た。

地域住民が声を挙げるという
行動をしていたこと。小グル
ープが意見をまとめていたこ
と。「社協からも働きかけを」
と多方面への呼びかけをされ
たこと。

22-1-(55) ふれあいサロン（高齢者向け） 月１回地域の自治会の一室で
ふれあいサロンを行ってい
る。中心は地域の民生委員と
ボランティア。

同地域に住む数人の方から、
別々にふれあいサロンをやり
たいという話を聞いた。しか
し誰もが自分が中心になって
やるのはいやだということだ
ったので、声を挙げてくださ
った方と友人らに集まっても
らい、サロンをしたいと思っ
てくださっている皆さんの思
いをどうすれば実現できるか
を話し合う

2003年１月 最初はすべて社協まかせで、
自主性を持ってもらうよう話
し合った。
立ち上げ１，２回は社協が関
わるが、その後独立

社協からふれあいサロン立ち
上げ時への助成金を出すこと
にした。地域の方の思いを無
駄にせずに形になるよう関わ
っていった。自治会の理解を
得られ、場所の提供をしても
らえた。

市内で移送サービスを行って
いるボランティアグループ・
NPOが４つあるが、利用者
の需要が増える割にはボラン
ティアが少ない。またボラン
ティアがいてもコーディネー
トが出来ない等問題がある。
４つの団体との交流を深め、
市役所も含め今後の移送サー
ビスの方向性を考える必要が
ある。
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21-2-(51) 朗読ボランティア 小学校・児童養護施設・高齢
者福祉施設等の訪問、本の読
み聞かせ活動を行っている。
また、視覚障害者協会に案内
を送付し、「朗読コンサート」
（年１回）を開催。月に１度
勉強会を開催し、自己研鑽に
努めている。

NKHの朗読講座を受講した
人が、朗読入門講座を開きた
いと言ってきた。

2003年１月
頃

最初は講師に名乗り出た人を
信用していいのか迷った。
講座の受講生のほとんどがボ
ランティアを続けたいと希望

講師の能力の高さ キーパーソンをどこまで信頼
していいのか。勉強会を開催
する場所の確保

50-1-(52) おしゃべりキャッチボール事
業

月１回午前中、ボランティア
グループに委託して開催。子
育てサークルづくりや運営相
談、サークルや遊びのプログ
ラム紹介、オシャベリ等を気
楽に相談、遊びに来れる場の
提供事業

地域のサークルが定員いっぱ
いで受け入れが厳しい状況で
あり紹介できなかった。

2002年夏こ
ろ

最初は社協が関与したが、途
中からは参加者に任せる

偶然に同地域から同ニーズが
数件あがってきて、それをう
まくキャッチできたこと。参
加者の中に他の子育てサーク
ルに参加されている方がお
り、運営方法などでさりげな
くリードしてくださった。

普段の相談事業ではここのニ
ーズ把握にとどまり、地域に
ある潜在的なニーズに至って
いない。

50-2-(53) バリアフリー上映会 ボランティア活動センター登
録グループ（字幕付けビデオ
ライブラリーや要約筆記サー
クル、リーディングボランテ
ィアなど）を中心に、「障害
がある人もない人も楽しめる
映画」を目指して、字幕をつ
け、副音声をつけて上映会を
毎年開催している。

活動センター登録グループの
「団体ネットワーク部会」の
交流的な目的

市民公募という形をとり、一
般市民に広くこの映画上映に
関わっていただこうと呼びか
けを行うほか、保育をつける
など、市民のニーズに対応し
た形に変化してきている。

当事者からの声受け「副音声」
の要望が挙がったこと、その
ニーズに対しての登録グルー
プの働きかけができたこと

フィルム代、会場美などの金
銭的な負担が大きい。市民公
募の集まりが悪い。団体によ
っては非協力的なところがあ
り、足並みがそろわない。当
事者団体の一部からは字幕や
副音声では楽しめないという
意見が出てきたが、そこのニ
ーズが拾い切れていない（協
議事項となっていない）

50-3-(54) Hot!ふれあいサロン事業 地域での交流が減少する中、
閉じこもりや孤立を防ぎ、身
近な地域での仲間づくりを目
的に、養護・レクリエーショ
ン等を通して地域住民の交流
を図る活動（月１回以上開催）

近所の道が危険であり、手す
りをつけるよう、社協から市
へ働きかけてという相談

2003年10月
ころ

社協が市に話したところ、他
からも同様の要望が出てお
り、工事へ向け話が進んでい
た。

地域住民が声を挙げるという
行動をしていたこと。小グル
ープが意見をまとめていたこ
と。「社協からも働きかけを」
と多方面への呼びかけをされ
たこと。

22-1-(55) ふれあいサロン（高齢者向け） 月１回地域の自治会の一室で
ふれあいサロンを行ってい
る。中心は地域の民生委員と
ボランティア。

同地域に住む数人の方から、
別々にふれあいサロンをやり
たいという話を聞いた。しか
し誰もが自分が中心になって
やるのはいやだということだ
ったので、声を挙げてくださ
った方と友人らに集まっても
らい、サロンをしたいと思っ
てくださっている皆さんの思
いをどうすれば実現できるか
を話し合う

2003年１月 最初はすべて社協まかせで、
自主性を持ってもらうよう話
し合った。
立ち上げ１，２回は社協が関
わるが、その後独立

社協からふれあいサロン立ち
上げ時への助成金を出すこと
にした。地域の方の思いを無
駄にせずに形になるよう関わ
っていった。自治会の理解を
得られ、場所の提供をしても
らえた。

市内で移送サービスを行って
いるボランティアグループ・
NPOが４つあるが、利用者
の需要が増える割にはボラン
ティアが少ない。またボラン
ティアがいてもコーディネー
トが出来ない等問題がある。
４つの団体との交流を深め、
市役所も含め今後の移送サー
ビスの方向性を考える必要が
ある。
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NO 名称 活動内容 時期 経過 成功要因 課題

28-1-(56) 暮らしの応援ボランティア 高齢者世帯・福祉世帯を対象
に、草刈り・庭木の剪定・手
すりの取り付けなど、暮らし
に根ざした活動を展開

独居や高齢者が多い地域で高
齢になり草刈りが出来なくな
ったなどの相談から

1995年 日曜大工などの得意な住民が
集まり活動を始める。施設で
の活動や料理教室など地域福
祉に根ざした多岐にわたる活
動を展開するが、ニードの幅
が広く会の規定を作り、高
齢・障害者等の福祉世帯に限
定し活動、現在に至る

活動趣旨に賛同し意欲のある
住民の参加。キーパーソンの
存在。会報の発行。社協の協
力（ニードの発掘～ヘルパー
などから、定例会の開催～
VC・ヘルパー同席）

活動者の高齢化、シルバー人
材センターの設立に伴う活動
の減少。介護保険による活動
の減少。それに伴う活動意欲
の低下も見受けられる。

28-2-(57) デイサービス介助ボランティ
ア

町内のデイサービスセンター
での活動

もとは別のサークル会員であ
った女性メンバーがそこでの
活動は男性に適した活動で物
足りなさを感じ、自分たちに
も出来る活動がしたいとの相
談から

1997年 車イスの講習や身体介助の方
法の実習をうけデイサービス
センターでの介助ボランティ
アをはじめる

活動趣旨に賛同し意欲のある
住民の参加。キーパーソンの
存在。利用者とのふれあい。
社協の協力（３ヶ月毎の定例
会、介護方法の勉強会の開催）

活動の高齢化。若年層の参加
がない。

46-1-(58) 丹後６町音訳・朗読ボランテ
ィア交流会

丹後６町の音訳・朗読ボラン
ティグループで交流会を１度
行なった

音訳ボランティア「ラビット」
より、「丹後６町では同様の
活動している音訳・朗読ボラ
ンティアグループがいくつか
あると聞くが、他町ではどの
ような活動をしているのか知
りたい、また、合併後活動は
どうなるのだろうか」という
相談があった。

2003年6月 丹後６町社協合併協議会のボ
ランティア担当社会の中で話
し合い、他町でも同様の動き
があることから、お互いの活
動を知り、今後広域での活動
を展開していくきっかけとな
ることを目的に、丹後６町社
協共催事業として交流会を実
施した

丹後６町社協合併協議会の中
で、ボランティア担当者会が
位置づけられており、ニーズ
から事業に発展していける話
し合いの基盤があったこと。
他町のグループから同様の相
談が出ていて、タイムリーで
あったこと。

経費は共同募金から支払いを
したが、年度当初の計画には
なかった事業であるため、共
同募金担当者の理解が得られ
ず困った。今回は「顔合わせ」
的な意味合いでの交流会であ
ったが、今後につなげていく
ために次に展開を模索中。
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